
行
政
の
ペ
ー
ジ

マンスリートピックス●活の泉

広報おかや12月号 2011　6

「まちの活力」「ひとの活力」
今月の快活生活通信

活
の
泉

マンスリー　　　　トピックス

◆ 

人
事
案
件 

◆

▽
岡
谷
市
教
育
委
員
会
委
員
に
倉
田
啓
子
氏
が
選

任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽
人
権
擁
護
委
員
の
法
務
大
臣
へ
の
推
薦
に
つ
い
て
小

口
浩
義
氏
、
田
子
ま
ゆ
み
氏
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

条
例
等 

◆

▽
岡
谷
市
市
税
条
例
等
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
岡
谷
市
都
市
計
画
税
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条

例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
岡
谷
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

平
成
23
年
度
補
正
予
算 

◆

▽
指
定
寄
附
金
積
立
金
、
安
心
子
ど
も
基
金
に
よ
る

子
育
て
の
た
め
の
事
業
、
商
工
業
振
興
補
助
金
、

緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
よ
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
整
備

事
業
、
若
宮
線
整
備
事
業
費
の
追
加
事
業
な
ど
、

２
億
４
５
６
万
８
千
円
を
追
加
し
、
一
般
会
計
総

額
を
２
０
９
億
８
９
６
２
万
２
千
円
と
す
る
補
正

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

決
算 

◆

▽
平
成
22
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計
、
岡
谷
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
な
ど
８
特
別
会
計
お
よ

び
岡
谷
市
湊
財
産
区
一
般
会
計
、岡
谷
市
水
道
事

業
会
計
、
岡
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
、
岡
谷
市

病
院
事
業
会
計
の
各
企
業
会
計
は
決
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
て
審
査
が
行
わ
れ
、
11
月
８
日
の

本
会
議
で
決
算
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

一
般
質
問 

◆

▽
14
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
お
も
な

質
問
内
容
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

●
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

●
市
長
２
期
目
に
つ
い
て

●
大
規
模
震
災
時
に
お
け
る
市
民
生
活
の
確
保
と
防

災
公
園
設
置
に
つ
い
て

●
障
害
年
金
の
裁
定
請
求
に
つ
い
て

●
病
院
問
題
に
つ
い
て

●
産
業
振
興
策
に
つ
い
て

●
原
発
事
故
と
放
射
能
汚
染
へ
の
市
民
の
安
全
の
対

応
に
つ
い
て

●
第
４
次
岡
谷
市
総
合
計
画
、
行
革
プ
ラ
ン
の
今
後

の
計
画
作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
関
連
諸
計
画
と
の
整

合
性
に
つ
い
て

●
健
康
推
進
と
食
事
に
つ
い
て

●
介
護
保
険
に
つ
い
て

●
子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

●
生
活
困
窮
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

●
消
防
に
つ
い
て

●
保
育
園
整
備
計
画
に
つ
い
て

◆ 

意
見
書 

◆

▽「
私
立
高
校
へ
の
公
費
助
成
に
関
す
る
意
見
書
」

　
「
30
人
以
下
学
級
の
早
期
実
現
、
教
職
員
定
数
増

を
求
め
る
意
見
書
」「
長
野
県
独
自
の「
30
人
規
模

学
級
」
の
中
学
校
全
学
年
へ
の
拡
大
を
求
め
る
意

見
書
」「
郵
政
改
革
法
案
の
速
や
か
な
成
立
を
求

め
る
意
見
書
」「
機
能
性
低
血
糖
症
に
係
る
国
の

取
り
組
み
を
求
め
る
意
見
書
」「
学
校
施
設
の
防

災
機
能
向
上
の
新
制
度
創
設
を
求
め
る
意
見
書
」

が
可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
に
送
付
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

市
議
会
の
会
議
録
は
、岡
谷
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い

市議会定例会を開催
　第7回岡谷市議会定例会が、10月6日（木）から11月
8日（火）までの34日間の会期で開かれ、平成２２年度一
般会計・特別会計・企業会計の決算認定や条例の改正、
平成２３年度補正予算の審議、専決処分の報告、一般質
問などが行われました。
　おもな内容をお知らせします。

諏訪地域内の実施医療機関ならどこでも接種できます。

対象…６５歳以上の人、または６０歳以上６５歳未満で心
臓・腎臓・呼吸器に法が定める重い障害のある人（障
害者手帳１級程度）
　※接種日に上記の年齢に達していること
実施期間…１２月２５日（日）までの診療日
接種方法…実施医療機関のなかから希望する医療機関
を選択し、必ず予約をとって接種を受けてください。

自己負担金…１，０００円
※ただし、生活保護世帯、市民税非課税世帯に属する
人は無料。健康推進課窓口で、該当者に無料券を発
行しますので、印鑑を持参のうえ、事前に申請にお越
しください。
接種時の持ち物…保険証、自己負担金または無料券　
※予診票は各医療機関にあります

高齢者のみなさん、インフルエンザ予防接種はお済みですか？

問合せ●健康推進課（内線１１８2）
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自
宅
や
事
業
所
周
辺
道
路
の

雪
か
き
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

岡
谷
市
の
道
路
は
、
積
雪
15
㎝
以
上
の
と
き
に
、
除

雪
を
行
い
ま
す
。
除
雪
す
る
路
線
は
、
シ
ル
キ
ー
バ
ス

運
行
経
路
な
ど
の
主
要
路
線
で
す
。
各
地
域
の
降
雪

状
況
に
よ
り
、
き
め
細
か
な
部
分
除
雪
を
行
い
、
道

路
交
通
の
安
全
に
努
め
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
道
を
除
雪
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
次
の
こ
と
を
ご
承
知
い
た
だ

き
、除
雪
作
業
に
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☃
除
雪
路
線
の
雪
か
き
は
、
重
機
を
使
用
す
る
た
め
、

道
路
脇
に
雪
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
出
入
口
の
雪
か
き
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

☃
車
の
出
入
り
な
ど
の
た
め
、
鉄
板
や
木
材
な
ど
を
道

路
に
置
い
て
あ
る
と
除
雪
に
支
障
が
あ
り
ま
す
の
で
、

取
り
外
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

☃
家
や
事
業
所
周
辺
の
生
活
道
路
、
歩
道
の
雪
か
き
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

☃
下
流
で
川
が
氾は

ん

濫ら
ん

し
ま
す
の
で
、
水
路
や
側
溝
に
は

絶
対
に
雪
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

☃
凍
結
し
て
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、

家
の
庭
の
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

☃
凍
結
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
安
全
走
行
確
保
の

た
め
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
を
散
布
し
ま
す
。
作
業
時
間

は
夜
10
時
か
ら
翌
朝
６
時
を
基
本
と
し
、
通
勤
・
通

学
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
気

温
が
マ
イ
ナ
ス
15
度
以
下
の
厳
寒
期
に
は
、
路
面
が

再
凍
結
し
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
効
果
が
得
ら
れ
な
い

た
め
、
散
布
を
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
が
必
要
な
人
は
、
各
区
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

☃
す
べ
り
止
め
の
砂
袋
は
、
緊
急
脱
出
用
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
１
袋
で
約
15
㎡
に
散
布
で
き
ま
す
。

除雪・凍結防止剤散布・雪捨て場の問合せ●土木課（内線１３２１）

問合せ●土木課（内線１３１８）

塩嶺王城パークライン冬季通行止め
　冬期間の事故防止のため、通行止めを実施しま
す。ご不便をおかけしますが、ご理解のうえ、ご
協力ください。
通行止めとなる道路…
●塩嶺王城パークライン

（市道岡谷６８３・７３９号線）
●市道岡谷６２５号線（塩嶺展望台～石船観音付
近、旧中山道一部）

閉鎖期間…12月28日（水） 午後４時～
　　　　　平成24年3月30日（金） 午後2時
※12月28日以前に積雪があった場合は、状況に
より通行止めとする場合があります。

◎各雪捨て場の利用時間は、午前7時から午後4時30分までです。
◎大量に雪を持ち込む場合は、土木課へご連絡ください。
◎雪捨ては奥からお願いします。
　また、雪と一緒に土砂やごみを持ち込まないでください。

川
岸
ス
ポ
ー
ツ
広
場
駐
車
場

岡谷西部中学校

川岸スポーツ
広場

至岡谷駅

至辰野

（
天
竜
川
）

諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
東
側
県
有
地

岡谷市民屋内プール

屋外
水泳プール

諏訪湖
ハイツ

千鳥橋

（諏訪湖）

至
下
諏
訪

（
横
河
川
）

今
井
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

至国道20号

至
岡
谷
駅

岡谷I.C.

神
明
保
育
園

今
井
西
広
場

旧
湊
農
産
物
直
売
所
横

みなと保育園

旧農産物直売所

（諏訪湖）

至
岡
谷
駅

至
諏
訪

県
道
岡
谷
茅
野
線

雪捨て場案内図

〈シルキーバス便り ～新規運行編～〉
　１１月より、シルキーミニバス、湊・塩嶺病院線の運行がス
タートしました。

◉シルキーミニバス
　シルキーバスの入って行けなかった地区から、新たにミニバ
スの運行を始めました。「東堀地区」「三沢地区」「新倉地区」の
３地区で、週１日、予約制で運行しています。
◉湊・塩嶺病院線
　湊地区から岡谷市民病院、諏訪湖畔病院、塩嶺病院をつな
ぐ路線で、平日のみ運行しています。

　シルキーバスやシルキーミニバスについてのご意見・ご要望
は、商業観光課までお気軽にお寄せください。また、シルキー
バス車内や市役所１階インフォメーション、駅前出張所、３支所
に設置してある意見箱もご活用ください。

問合せ●商業観光課（内線1453）
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平成２2年度決算報告
　平成２2年度の一般会計・特別会計・企業会計の決算が、第7回市議会定例会で承認されましたのでお知らせし
ます。平成２2年度は、翌年度へ持ち越す繰越金を差し引いた結果、5億4,526万5,239円の黒字決算とすること
ができました。

●一般会計歳出の内訳
市が使ったお金の合計は、201億970万6,565円
前年度比　－1億2,291万8,389円（0.6％減）

●一般会計歳入の内訳
市へ入ったお金の合計は、209億1,093万804円
前年度比　1億9,771万195円（1％増）

問合せ●財政課（内線1531）

◆ 一般会計 ◆

歳入決算額 20,910,930,804円
歳出決算額 20,109,706,565円
実質収支額 545,265,239円

70億7,315万4,000円（33.7％）市税

地方交付税

市債

諸収入

国庫支出金

地方譲与税等

繰越金

県支出金

使用料手数料

分担負担金

その他

43億1,535万4,000円（20.6％）

21億4,426万2,000円（10.3％）

21億583万6,000円（10.1％）

16億9,646万4,000円（8.1％）

11億6,472万2,000円（5.6％）

4億8,059万6,000円（2.3％）

9億7,003万9,000円（4.6％）

5億3,111万3,000円（2.5％）

3億5,977万8,000円（1.7％）

6,961万2,000円（0.3％）

903万6,000円（0.0％） 災害復旧費

議会費

農林水産業費

消防費

教育費

土木費

衛生費

総務費

商工費・労働費

公債費

民生費

1億6,828万3,000円（0.8％）

2億1,392万4,000円（1.1％）

4億3,603万6,000円（2.2％）

15億9,529万4,000円（7.9％）

18億9,531万7,000円（9.4％）

17億9,665万1,000円（8.9％）

23億9,812万5,000円（11.9％）

30億3,920万2,000円（15.1％）

28億8,962万5,000円（14.4％）

56億6,821万4,000円（28.1％）

歳入

歳出

市税…市民税、固定資産税、軽自動
車税、市たばこ税など
地方譲与税等…地方譲与税、地方消
費税交付金、自動車取得税交付金
など
国庫支出金…一定の事業に使いみち
を特定して国から交付されるお金
諸収入…税の延滞金、預金利子など

民生費…福祉施設の管理運営、生活
保護費など
公債費…借入金の元金、利子返済の
ための経費
商工費・労働費…商工業者の育成・
支援、また雇用拡大のための経費
衛生費…保健衛生、環境保全のため
の経費
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◆岡谷市の財政状況は？（財務指標）

◆基金と市債の推移

経常収支比率 財政の弾力性を示す指標として用いられ、数値が高いほど硬直化しているとされます。 87.8% 県下19市中14位

財政力指数 財政力の強弱を示すもので、数値が小さいほど税収入の能力が低く、交付税への依存
度が高いとされます。 0.686 県下19市中4位

★実質公債費比率 公債費の占める割合を示すもので、25％を超えると黄色信号となります。 12.7% 県下19市中14位
★将来負担比率 将来負担すべき負債額の割合を示すもので、350％を超えると黄色信号となります。 111.1% 県下19市中15位

★実質赤字比率
一般会計や特別会計、下水道などの企業会計の赤字額の割合を示す
もので、一定の数値になると黄色信号となります。

実質赤字、連結実質赤字、資金不足ともに発
生していないため、数値はありません。★連結実質赤字比率

★資金不足比率

※いずれも平成22年度暫定値

◎特別会計 ◎企業会計（収益的収入および支出　税込み）
会計名 収入済額 支出済額

国民健康保険事業 47億1,726万7,849円 47億1,392万1,840円
地域開発事業 5,578万9,796円 3億9,032万6,236円
分収造林事業 2,955万6,288円 2,530万452円
霊園事業 3,564万6,818円 990万8,329円

老人保健事業 78万1,157円 78万1,157円
温泉事業 3,961万9,500円 966万5,589円

訪問看護事業 5,985万8,497円 3,165万7,859円
後期高齢者医療事業 5億8,440万3,636円 5億7,241万5,936円

会計名 収入額 支出額
病院事業 62億2,004万4,718円 62億6,244万5,773円
水道事業 9億356万7,368円 8億4,356万3,995円
下水道事業 14億8,006万5,906円 14億223万7,348円

★印のついた５指標は、一般会計等の普通会計だけでなく、企業会計や一部事務組合なども含めた市全体の財政状況を捉える判断
指標です。

特別会計とは…特定の事業を行う場合または特定の収入で事業
を行う場合に、経理を他の会計と区別する必要があるため、法
律や条令に基づいて設置しているものです。

企業会計とは…特別会計のうち、原則市税を収入財源
とせず、独立採算制を追及する極めて企業的色彩の強
い事業を行う場合に、地方公営企業法の規定を受けて
設置する会計です。一般会計やそのほかの特別会計と
は異なり、民間企業と同様の経理を行うものです。

　平成２２年度は、「第４次岡谷市総合計画」の２年目であり、大きな成果が得られるよう、さらに加速する年と
して位置づけ、より効果的な施策を着実に実施していく重要な年でした。
　厳しい経済状況からの脱却を図るための緊急経済対策、雇用対策を実施したほか、市民のみなさんの安全、
安心な生活を支える新病院建設に向けた取組みを着実に進めるなど、各種施策を積極的に実施してきました。
　一方、歳入においては長引く景気低迷の影響により、市税収入の確保が大変厳しい状況が続いていますが、
市民のみなさんのご理解、ご協力により黒字決算とすることができました。

　市の貯金である「基金」と、借金である「市債」
の残高の推移を以下に示しました。10年前と
比較すると、借金が約6％減少したのに対して、
貯金は半分以下に減少しています。これは、こ
の10年の間に市税や地方交付税などの収入が
減少してきたために、基金に頼らざるを得ない
財政運営を強いられてきたためです。
　東日本大震災等の影響により、先行きが不
透明な経済情勢ではありますが、引き続き歳
出の抑制および市債残高の抑制などに努め、
安定的な財政運営を行なっていきます。 0
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250億

300億
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（円）

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

市債残高

基金残高

人口1人あたり
残高428,320円

人口1人あたり
残高70,272円

平成12年度から22年度までの推移
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おかや子育て応援協賛店パスポート事業

おかぽん55ポイントプレゼント券
引換期限：12月３1日まで有効
●切り取っておかぽん加盟店にお持ちください。
●本券利用の際は、買い物をした上で、必ず「ながの子育て家庭優
待パスポート」を提示してください。

●お１人様１枚のみ有効　
発行：岡谷スタンプ協同組合・岡谷市商業観光課

おかや子育て応援協賛店パスポート事業
（ながの子育て家庭優待パスポート事業）
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土・日・祝日と夜間の納税相談窓口を開設します
納税相談のほか、市税などの納付もできます。休日や仕事帰りにご利用ください。

◆土・日・祝日・年末納税相談
　期日…12月10・11・17・18・23・24・25・29・30日
　時間…午前９時～午後５時

◆夜間納税相談
　期日…12月5日～ 28日の平日
　時間…午後５時～８時

公
平
な
納
税
の
た
め
に

税
金
は
い
つ
ま
で
に
ど
こ
で
納
め
る
の
？

税
金
を
滞
納
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

納
税
が
困
難
な
時
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

12月は滞納整理強化月間です 問合せ●税務課（内線１１３８）

※いずれも相談窓口
は市役所１階納税
相談室です。
（1階西口からお
入りください）

ご存知ですか？障害基礎年金
　障害基礎年金とは、「国民年金に加入している間の病
気やケガで、障害が残ったときに受け取れる年金」です。

〈受給資格の認定〉
　初めて医師の診療を受けてから、１年６か月が過ぎたと
き（その間に症状が固定した場合はその日）に、障害の程
度が障害等級表の１級か２級に該当する状態にあると認定
が受けられます。

〈受給要件〉
①国民年金に加入中か、６０歳以上６５歳未満の間に、医
師の初診を受けた病気やケガによる障害であること。
②障害のもととなった病気やケガで初めて診察を受けた日
（初診日）の前日において、初診日の前々月までの被保
険者期間のうち、保険料の納付済期間（若年者納付猶

予期間・学生納付特例期間などの免除期間
を含む）が３分の２以上あること。初診日が平
成２８年３月３１日までの間であるときは、初
診日の前々月までの１年間に保険料の滞納がないこと。

　なお、２０歳前に初診日がある場合は、２０歳になったと
き（障害認定日が２０歳以降のときは障害認定日）に障害の
程度が障害等級表の１級または２級に該当すれば障害基
礎年金が支給されます。ただし、この場合本人に一定額
以上の所得があるときは支給が制限されます。

〈平成２３年度 年金額（年間）〉
１級…９８６，１００円 　２級…７８８，９００円

問合せ●岡谷年金事務所 ☎２3-3661

 今月の子育てキーワード（小学校低学年期）
『ずくをおしまず 努力の姿 大人から』

　規則正しい生活、笑顔であいさつ、手作りの食事、

交通マナー、公共マナー、地域活動など、まだまだ大

人ができないことがたくさんあります。親であるわたし

たちができなくては子どもは健全に成長しません。

～成長樹（期）子育て実践ポイントより～


